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北海道日本ハムファイターズ

南幌後援会



１．北海道日本ハムファイターズ
南幌後援会の紹介

当後援会は、北海道日本ハム
ファイターズの後援活動を通じて
地域の活性化及び青少年への支
援を行なうことを目的に平成２８
年６月に設立しました。

令和６年度末の会員数は９１名で
ファイターズの応援のほか、本町
で開催される球団主催の野球教
室等事業への後方支援や「ふれ
あいまつり」、「冬まつり」への出
店など地域活動にも積極的に取
り組んでいます。

－１－



２．ファイターズ応援プロジェクト
取組み実績①

－２－

事業実績

（１）商工会ふれあいまつり ７／２０（土）

■ファイターズグッズが当たる『おたのみ抽選会』の実施
延べ４４４名参加

（２）観戦バスツアー（２回）

①８／１２（月祝）ライオンズ戦（5：1 勝）５４名参加
②９／２９（日） ホークス戦 （2：4 負）５５名参加

（３）ファイターズカップ少年野球大会
１０／５（土）～６（日）

■近隣８チーム（１９２名）出場
優勝：栗山ロッキーズ 準優勝：美唄キングフェニックス

（４）野球体験会・野球教室 １２／２１（土）

■体験会：１４名参加 野球教室３１名参加



２．ファイターズ応援プロジェクト
取組み実績②

－３－

役割分担

私達が担った役割

■事業実施に向け企画運営及び関係機関との連携調整を行いま
した。

町に依頼した内容

■多くの参加を促すため、バスツアー等の応募チラシを町広報
誌へ折込みをしていただきました。

■各種事業の情報発信を効果的に行うため、町広報誌やホーム
ページ等に活動内容を掲載していただきました。

協働したことによる相乗効果

■町広報誌やホームページ等に活動内容を掲載していただいた
ことにより、広く本事業を周知することができました。



２．ファイターズ応援プロジェクト
取組み実績③

－４－

事
業
実
施
の
成
果

地域（コミュニ
ティ）課題解決
への貢献、交流
の成果等

■北海道日本ハムファイターズを核としたプロスポーツ
による地域の活性化及び町民相互の交流・親睦を図る
ことができ、加えて子どものスポーツをする場の提供
を行うことができました。

波及効果等

■令和５年に開業したエスコンフィールドは昨年、４０
０万人を超える来場者があり、北海道を代表する観光
スポットとなり、多くの参加のもとバスツアーなどを
実施することができ、参加者相互の交流・親睦が図ら
れました。

■本事業実施にあたっては、球団に事業趣旨を理解して
いただき、選手のサイン色紙などの提供を受けること
ができたことから、商工会ふれあいまつりや野球大会
で多くの賑わいを得ることができました。



２．ファイターズ応援プロジェクト
取組み実績④

－５－

R6年度 ファイターズ応援プロジェクト事業 決算書
収入 単価 数量 単位 小計 備考

ふれあいまつり収入 100 444 回 44,400

8/25バスツアー参加費 4,000 54 人 216,000

9/29バスツアー参加費 4,000 55 人 220,000

まちづくり活動支援補助金 476,000 1 式 476,000支出額596,005円×80％

収入合計 956,400

支出 単価 数量 単位 小計 備考

ふれあいまつり 86,170 1 式 86,170

バスツアー第１弾参加費 228,498 1 式 228,498チケット代125,000円は補助金対象外

バスツアー第２弾参加費 204,586 1 式 204,586チケット代121,000円は補助金対象外

ファイターズカップ 35,211 1 式 35,211

野球教室 287,540 1 式 287,540

支出合計 842,005

収入-支出 144，395円 ※後援会口座へ



３．各種事業の様子
≪商工会ふれあいまつり≫

－６－

球団の協力をいただき、選手サイン色紙等の提供を
受けたこもあり、多くの方に参加いただきました。



３．各種事業の様子
≪観戦バスツアー≫

－７－

■定員５０名に対し１００名以上の申込みがありしまた。
■車中含めて、参加者相互の親睦が図られました。



３．各種事業の様子
≪少年野球大会≫

－８－

南幌野球少年団のほか、近隣７チーム参加のもと開催し
ました。個人賞には球団から選手サイン色紙提供もあり、
野球に取組む選手の励みになりました。



３．各種事業の様子
≪野球教室≫

－９－

元プロ野球選手から投げ方などの基礎を学びました。

また、教室にはＢ・Ｂが参加して参加者は触れ合いを楽し
んでいました。



４．ファイターズ応援プロジェクト
今後の活動方針

－１０－

実施の課題

■当初計画時にスタジアムツアーを予定していましたが、ホー
ムゲームが無い日やシーズンオフは、球団が主催するイベン
トなどが土日祝を中心に行われ、スタジアムツアー開催の目
処がつかず、断念しました。

■野球体験会の募集定員が３０名に対して１４名の参加だった
ので、内容を含めて検討の必要があると感じました。

今後の活動方針
■事業全体として、ある一定の成果が得られたものと感じてい
ます。次年度は更なる内容の充実化に向けて関係機関と連携
協力のもと進めてまいります。
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